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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNAポリメラーゼI複合体とRNAポリメラーゼIII複合体の両方のサブユニットです。コードされるタンパク質はPolコアエレメントの一部です。この遺伝子の変異は、トリーチャー・コリンズ症候群（TCS）および低髄鞘形成性白質ジストロフィー11型と関連付けられています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2016年1月]、機能：DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質として、DNAからRNAへの転写を触媒します。リボソームRNA前駆体と5S rRNA、tRNAなどの低分子RNAをそれぞれ合成するRNAポリメラーゼIとIIIの共通構成要素です。 RPAC1 は、中央の大きな溝を持つ Pol コア要素の一部であり、おそらく溝を開閉するために移動するクランプ要素です。,類似性:古細菌 rpoD/真核生物 RPB3 RNA ポリメラーゼ サブユニット ファミリーに属します。,サブユニット:RNA ポリメラーゼ I (Pol I) および RNA ポリメラーゼ III (Pol III) 複合体の構成要素で、それぞれ少なくとも 13 個と 17 個のサブユニットから構成されます。,
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	POLR1C抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはPOLR1Cペプチドでブロッキングされている。
	

	POLR1C 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

